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1887.10.6　スイス、ラ・ショード・フォンで生まれる
1900　　　その町の美術学校に入学
1906　　　住宅処女作ファレ邸が契機となって東方を旅する
　　　 　　イタリアにてはじめて白い化粧漆喰の建物の造形的フォルムに接した
1908　　　パリへ渡りオーギュスト・ペレのもとで 15ヶ月間働く
1910　　　ドイツ留学の際ベルリンにてペーター・ベーレンスのもとで働く
　　　　　  当時同事務所にはミース・ファン・デル・ローエやグロピウスが学んでいた
 　　　　　 この留学は装飾芸術の研究であったが、
 　　　　　 彼が得たのはすべての擬似的装飾意匠を否定する機械と工学の美学であった。
1914　　　ドミノ住宅の計画案の発明によって自身の建築方法を決定づけた
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知 覚 的 散 策 

研究目的

00. ル・コルビュジエと光 ( 開口部 ) について

01. コルビュジエ建築の開口部分類

0２. ラ・ロッシュ =ジャンヌレ邸について

0３. 現地調査

04-1＜ルート抽出 -A＞

04-2＜ルート抽出 -B＞

04-3＜ラ・ロッシュ =ジャンヌレ邸の開口部分析＞

05-1＜ツールの形成＞
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以上の言葉の通り、コルビュジエ自身、光をとても大切にしていることが分る。

日本建築学会、広島大学大学院による論文「ル・コルビュジエ全作品集における窓のデザイン手法」を参照し、

コルビュジエの代表作品の開口部分類を行なった。

コルビュジエ建築の窓は「水平連続窓」「ガラス窓」「市松模様ガラス窓 ( モンドリアン窓 )」「波動式ガラス窓」

「ガラスブロック窓」「クラウストラ」の 6種類に分けられる。

 以上の 6種類にコルビュジエの代表作品を当てはめ、窓形態の変遷を把握した。

初期は住宅にて水平連続窓を多用し室内に効率よく光を採り入れていたが、

後期にて宗教建築や芸術建築を手がけるようになって以降、波動式ガラス窓やクラウストラなど開口部 1つ 1つに

形態を生み出し細工を施すことで室内を幻想的な光で演出するようになっていった。

自身の訪れたコルビュジエ建築の中で最も印象的であったという点から

研究対象をラ・ロッシュ =ジャンヌレ邸に絞る。

ラ・ロッシュ =ジャンヌレ邸は、コルビュジェの兄アヌーベル・ジャンヌレと美術収集家のラウル・ラ・ロッシュの 2戸で構成されています。

その 2戸は完全に内部で分節されているが、屋上庭園からのみ繋がっている。

コルビュジエが提唱した近代建築 5原則、①水平連続窓②屋上庭園③ピロティ④自由な平面⑤自由な立面を

最初に実現したのはクック邸と言われていますが、白の時代の先駆けでもあったラ・ロッシュ =ジャンヌレ邸でも

垣間みることができることから近代建築の代表作といえる。以上 2点を研究対象の決め手とした。

ラ・ロッシュ =ジャンヌレ邸を訪れ、知覚を書き留めながら現地調査を行なった。

現地調査の自身の体験からルートををもとに、形の無い歩行順路を形態として取り出し分析するため次の操作を行なった。
現地調査にて見出した歩行順路をルートとして定義し、
自身が現地で図面に記入した＜歩道順路＞と＜足を止めた点＞を参考に、
空間を分断することで 9つの開口部と動線のモデル制作した。ルートの抽出方法は、
この「ルート抽出 -A」ではラ・ロッシュ =ジャンヌレ邸そのままのスケールを使用している。

より動線と開口部に着目し分析するためルート抽出 Aの中で動いた範囲のみに絞り、「ルート抽出 -A」と抽出方法は同様に
ラ・ロッシュ =ジャンヌレ邸の高さスケール (Y 軸 ) はそのまま使用し、横の広さ (X軸 ) を自身の動いた範囲のみに絞り、
そこに開口部への視線を組み込んだ「ルート抽出 -B」を 10モデル制作した。X軸を動いた範囲に絞ることで、モデルをより実体験に近づけた。
そして、動線は曲線的と直線的の 2種類あると考え、形態を各 2種類作り出し分析を行うこととする。

現地調査で書き留めた見学時の体感記録、速度表記、開口部への視線静止ポイント、内観スケッチの中から更に開口部を

①開口部の順列　②歩行速度 ( 動的・静的 )　③複合的　④単一的 ⑤印象的に分類し分析を行なった。

1917　　　再びパリへ行き、2年ほど鉄筋コンクリート会社に勤める
1923　　　「建築をめざして」を出版し「住宅は住むための機械である」という言葉を残した
1931　　　後に代表作となる「サヴォア邸」が竣工
 　　　　　「近代建築の五原則」
 　　　　　( ピロティ、屋上庭園、自由な平面、水平連続窓、自由な立面 ) を使用した最も完成度の高い作品
1935　　　ニューヨーク近代美術館のまねきでアメリカ合衆国をはしめて訪れる
1945　　　「モデュロール」の研究完成。
1952　　　「ドミノシステム」「モデュロール」に基づく集合住宅「マルセイユのユニテダビタシオン」が竣工。
1965　　　南フランスのカプ・マルタンで海水浴中に心臓発作で死去。78歳没。
　　 　　　( 参照：磯崎新著書「ル・コルビュジエとはだれか」)

引用：SD選書「建築をめざして」ル・コルビュジエ著

人は空間にそれぞれの＜知覚＞を宿らせる癖がある。

＜知覚＞は人それぞれ異なり共感することが不可能であるが、可視化することで共有できるツールと化し

建築と人との距離をより近づける一つの設計手法として提示することを目的とした。

研究の流れ

歩行速度順にて静的に分類された開口部を体感する人へ強い印象を与えた空間的重要な開口部であると捉え、印象的開口部の知覚を書き記した。

その知覚のみを公式として扱い形態を抽象化する。

これまでの分析では、ラロッシュ邸のスケールそのままで行なってきたが、開口部を主役とした形態を形成するため、

知覚を可視化し、形態を抽象化することで以下 9つのツールを形成した。

05-2＜再構成＞
研究過程 05-1 で作成した 9つのツールを使用しラロッシュジャンヌレ邸の構成はそのままでツールに入れ替えることで

自身の知覚のみで構成されたラロッシュジャンヌレ邸が再構築される。
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04-1.

04-2. 

05-1. 
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04-3. 

研究範囲 ( ラロッシュ邸 )

01. 

ɃɻɐɵɅɮόɁ・ɛɳ

水平連続窓

ガラス窓 ( 壁面 )

市松模様ガラス窓

波動式ガラス壁

ガラスブロック

クラウストラ
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1923 1924 1923 1926 1929 1930 1932 1934 1936 1955 1960

代表作品開口部分類表

水平連続窓 ガラス窓 ( 壁面 ) 市松模様ガラス窓 波動式ガラス壁 ガラスブロック クラウストラ

　近代建築 5原則のうちの１つでもあ
る水平連続窓は 1920 年代から 1935
年頃までの住宅作品において多くみら
れた窓である。1914 年に考案した
「ドミノシステム」により壁は構造体か
ら解放され、壁の端から端までを横長
に開け、従来のポツ窓と比較すると水
平連続窓の出現により光の拡散は均等
に室内はより明るくなったといえる。
すなわち、壁としての概念を否定し壁
の存在を消そうとした。そして「採光
された床」が実現された。

　壁面を全てガラスで構成した窓の事
を指す。水平連続窓はあくまで壁に開
けられた窓であるが、構造体から壁を
解放するドミノシステムの可能性をさ
らに追求しカーテンウォ－ルのような
全面ガラスで覆われたガラス壁面を考
案する。

　コルビュジエ自身の絵画をみるとピ
カソなどの影響を受けキュビズム調で
描かれていることがわかる。その影響
から開口部を一つの絵して扱う様子が
見られる。小さな家 (1923) ではくり
抜かれた壁面を額縁とし奥に見える海
を絵画とするピクチャーウィンドウが
あるが、この市松模様ガラス窓は、抽
象絵画モンドリアンのような窓の割り
方をし、写す風景がまるでキュビズム
画のようになる。逆に外からみても絵
になり印象的なファサードである。
また、光の濃度は大きく、室内を明る
く広く照らしてくれる。

　窓が本来持っている景観機能を抑え
た窓であり、ブロックの重なりである
ことからより壁的である。また景観同
様に直接的な光も通しにくいためプラ
イバシーを確保できる。

　オンジュラトワール ( 波動式 ) と呼
ばれる窓割りシステムである。音楽家
であり後に建築家となったヤニス・ク
セナキス発案がこの時代からコルビュ
ジエのパートナーとなり発案したもの
である。光が多く入る部分と暗がりの
部分と 1つの開口のなかで 2つの体験
ができ、まるで楽譜を歩いているかの
ようなリズムを生む事が出来る。それ
は冊子幅にモデュールの数値を当ては
めたところから始まったとされる。

　1950 年以降から主に宗教建築に用
いられている窓であり、クラウストラ
は「絞る」を意味する。その名の通り
内に広がる形態や内に狭まる形態によ
り光の拡散・収縮が可能になった。ク
ラウストラはモデュロールの寸法体系
を用いて採光の美的効果を研究したも
のである。

01. 

02. 

- ラ・ロッシュ =ジャンヌレ邸の開口部と動線による再構成研究 -

04.ラ・ロッシュ =ジャンヌレ邸の開口部と動線を元にした空間スタディ

05. ラ・ロッシュ - ジャンヌレ邸の空間再構成

■見学時の体感記録

■自身のルート整理 +速度表記

■開口部への視線静止ポイント
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A-A’ 断面図 B-B’ 断面図

B

B’ scale=1/200

04-1 ＜ルート抽出 -A＞

静止点

①

現地調査により見出した歩行順路を
歩行の静止点によって空間を分断し

9つのルートを抽出する

②

9 つのルートに沿いラロッシュ邸
そのままのスケールで 9つのモデルを制作した

- 結果 -

次から次へと光に誘われまるで
光のバトンを渡すようなシークエンスの効果は

開口部がスケールの強弱によって
配置されていることによる効果によるものであった。

また、ギャラリーや寝室といった人の足を
止めたい空間では同形態の開口部を配置していることも分かった。

①

②

→←

ルート抽出 Aのなかで動いた範囲 (x 軸 ) のみに絞る
また、開口部への視線を加え形態を形成する

開口部と開口部への視線
動いた範囲

ルート

また、動線は 2種類あると考えた
広い空間では <曲線的動線 >狭い空間では <直線的動線 >
がみられたそのため各ルートにつき 2種類の形態を抽出する

<曲線的動線 > < 直線的動線 >

- 結果 -

一度しか見ない開口部と何度もあらゆるところから見る開口部があることが分かった
それぞれを単一的（一度のみ）、複合的（何度も）と分類できる

04-2 ＜ルート抽出 -B＞

(例 ) ルート抽出 A-1

A-2

A-5

A-6 A-7 A-8

A-3

A-3 A-4

( 例 ) ルート抽出 B-01

A-1

　形のない歩行順路を形態として取り出し分析するために現地調査により見出した歩行順路を歩行の静止点によって空間を分断し９つのルートを抽出する。
９つのルートに沿い、ラロッシュ邸そのままのスケールで９つのモデルを制作した。

　より動線と開口部に着目して分析するためルート抽出 Aのなかで動いた範囲 (x 軸 )のみに絞り、開口部への視線を加え形態を形成する。
また、動線は 2種類あると考えた広い空間では < 曲線的動線 >狭い空間では < 直線的動線 >がみられたそのため各ルートにつき 2種類の形態を抽出する。

B-01-2

B-01

B-02-2 B-03-2 B-04-2 B-05-2

B-06-2

B-02 B-03 B-04 B-05

B-06 B-07 B-08 B-09 B-10

B-07-2 B-08-2 B-09-2 B-10-2
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C　

A’ 

B’　

C’　

A-A’ 断面図 C-C’ 断面図B-B’ 断面図

B-01-1 平面図

04. ラ・ロッシュ =ジャンヌレ邸の開口部と動線を元にした空間スタディ

-形態プロセス -

抽出 A-1 平面図

①

②

③④

④

③

④

歩行ルート

▲

1 階平面図 scale=1/250
ルート抽出 A-1 模型
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- 形態プロセス -

ルート抽出 B-01 模型

scale=1/200

ルート抽出 A ９モデル

ルート抽出 B 20 モデル



＜印象的開口部＞

＜開口部分析＞

開口部を歩行順路順に並べた後に、
歩行速度を大きく 2つに分け

どの速さの時どの開口部を見たかを
記し、歩行速度波形とした。

「静的」に属する開口部を印象的
であったと捉え、各開口部
における知覚的体験を記す。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜ツール＞
歩行速度順にて静的に分類された
開口部の知覚のみを公式として扱い
形態を抽象化する。開口部を主役とした
形態を形成するため、知覚を可視化し、
形態を抽象化することで以下 9つの

ツールを形成した。

Scale=1/300

歩行速度順の「静的」に属する
開口部を印象的であったと捉え
「印象的開口部」とし各開口部に
おける知覚的体験を書き記す。
赤い部分が 体感する人へ強い
印象を与えた空間的重要な
開口部を示している。

屋上庭園までエントランスから

静的

動的
はやい

おそい

静止点

*線の幅は自身の 1歩である 400mmを基準とする
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ȰɻɐɱɻɁǠȞᔦȈȠᒮǹǠȃ࠶Ǡȡ䚃
ǲȃǿǠǼݹȃ┿ȡȠ䚃ȧ䚨ᣎǮȠ

＜複合的＞

＜単一的＞

歩行速度波形の静的開口部を
より分析すると様々なレベルから

何度も同じ窓を見ていることが分った。

歩行速度波形の静的開口部を
より分析すると同じレベルから 1度だけ
見たものも存在することが分った。

a f h

b d e g ic

＜開口部の順列＞
自身のルートに基づき、

エントランスから屋上庭園までの
開口部をルート順に並べたもの。

05. ラ・ロッシュ - ジャンヌレ邸の空間再構成

＜対象部位＞
印象的シーンはラロッシュ邸の
どの部位にあたるのかを

アクソメで示した。( 赤い部分 )
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空間の分岐点i

g内部と内部の間を持つc
光
の
選
択
肢

a
3 つの異なるシーンの融合

h
上空への  視線 の広がり

b 第一の誘惑

d
垂直と曲線面による
2つの水平連続 窓の
異なる印象

A A’

B

B’

C

C’ D’

D

a
3 つの異なるシーンの融合

b  第一の誘惑

g

h

内部と内部の間を持つ

上空への 視線の広がり

A A’

B

B’

C

C’ D’

D

e
視線の 絞り

a
3 つの異なるシーンの融合

g内部と内部の間を持つ

d
垂直と曲線面による
2つの水平連続窓の
異なる印象

f
何処にいても気になる存在

＜再構成＞

e
㿆㐊ȃ㎎ȟ

i
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a b c d e f a + f a + f g g + h i i

13 の採光シーン
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9 つのツールをラロッシュ邸の構成にそのまま当てはめ再構成とする。


